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開成 5年 4月 24 日条）とあるように，利用者みずから食事を準備した。
円仁は，五台山周辺でほとんどこのような普通院を利用して宿泊したり休憩したりしな
がら，何度か同じく五台山に巡礼する僧侶や在家信者と一緒になっている。開成 5年（840）
4 月 25 日に宿泊した河北省阜平県に建てられた解脱普通院では，五台山巡礼に向かう送




















名称 宿泊 /休憩 食事の提供の有無 院内の管理者 普通院間
の距離
備考（同宿者等）
（黄山八会寺）上房普通院 休憩 有 有 ―
劉使普通院 宿泊 ― ― 20 里 金閣寺僧義深ら，
天台山国清寺僧巨
堅ら 4人と会う。
両嶺普通院 休憩 無 無 25 里
菓苑普通院 宿泊 無 ― 30 里
解脱普通院 宿泊 有 ― 30 里 五台山送供人・僧
尼・女人 100 人と
同宿する。
浄水普通院 休憩 無 ― 20 里
塘城普通院 × ― ― 30 里
龍泉普通院 宿泊 有 ― 15 里
張花普通院 休憩 有 ― 20 里 9 人の僧と共に食
事をとる。
茶鋪普通院 × ― ― 10 里
角詩普通院 宿泊 無 ― 30 里
停点普通院 宿泊 有 有 30 里 百僧斎を行う。
天台山国清寺の巨
堅らと同宿。
上米普通院 休憩 有 ― ―





大賢嶺普通院 休憩 （有） ― 25 里
胡村普通院 宿泊 （有） ― ―
宋村普通院 休憩 （有） ― 30 里
石嶺鎮南関頭普通院 宿泊 （有） ― 35 里
大于普通院 休憩 （有） ― 20 里
白楊普通院 休憩 （有） ― 35 里
古城普通院 宿泊 （有） ― 30 里
清源県普通院 宿泊 ― 有 ―
晋州城市西普通院 宿泊 ― ― ―
景雲普通院 宿泊 ― ― ―













































































































巡礼行記』巻 3・開成 5年 6 月 21 日条によれば，円仁と五台山の大華厳寺から太原まで
同行した義円は，「汾州の頭陀僧，五台十二寺及び諸の普通蘭若









































































































































































礼行記』巻 3・開成 5年（840）6 月 6 日条）とし，中国側で行われた「十大寺」という語

















































































同年 11 月 五台山で玉華寺の着工を開始。 『表制集』2・請捨衣鉢同修聖玉
華寺制書一首







































































































































































藤善眞澄「唐五代の童行制度」（『東洋史研究』21 ‐ 1，1962 年），同「隋唐仏教時代区分試論－度僧




4 中田美絵「唐朝政治史上の『仁王経』翻訳と法会」（『史学雑誌』115 － 3，2006 年），同「不空の長安
仏教界台頭とソグド人」（『東洋学報』89 ‐ 3，2007 年），同「五台山文殊信仰と王権－唐朝代宗期に
おける金閣寺修築の分析を通じて－」（『東方学』117，2009 年）。
5 髙瀬奈津子「唐代悲田養病坊の変遷とその成立背景」（『仏教史学研究』，45 ‐ 1，2002 年）。
6 唐代の仏教社会事業全般については，道端良秀「仏教と社会事業」（『唐代仏教史の研究』法蔵館，1957 年），
「悲田養病坊の福祉施設」（『中国仏教と社会福祉事業』法蔵館，1967 年，以上，いずれも『道端良秀




史全集』第 11 巻，書苑，1985 年に所収）。
9 小野勝年『入唐求法巡礼行記の研究』全 4巻（財団法人鈴木学術財団，1964 ～ 1969 年）。
10 吉田靖雄「文殊信仰の展開－文殊会の成立まで－」（『南都仏教』38，1977 年）。
11 日比野丈夫「敦煌の五台山図について」（『仏教芸術』34，1948 年，後に『中国歴史地理研究』東洋史
研究叢刊 30，同朋舎，1977 年所収），213 ～ 215 頁参照。
12 日比野氏前掲注 11 論文，225 頁参照。





15 『入唐求法巡礼行記』巻 2・開成 5年 4月 25 日条
〔四月〕廿五日。…尋谷，向西行三十里，到解脱普通院。巡礼五台山送供人・僧尼・女人共一百余人，
同在院宿。
16 『入唐求法巡礼行記』巻 2・開成 5年 4月 27 日条
〔四月〕廿七日。発，従山谷，向西行廿里，到張花普通院。共九僧断中。院有粥飯。



















21 那波氏前掲注 7論文，21 ～ 22 頁参照。
22 『唐六典』巻 3・尚書戸部・度支郎中・員外郎条
 凡陸行之程，馬日七十里，歩及驢五十里，車三十里。
23 井上以智為「唐代における五台山の仏教」（『歴史と地理』21‐ 5，22‐ 6，24 － 2・3，1928 ～ 29 年）
中巻 650 頁，及び小野氏前掲注 9書，第 2巻 405 頁参照。
24 那波氏前掲注 7論文，12 頁参照。
25 小野氏前掲注 9書，第 2巻，404 頁参照。
26 日比野氏前掲注 11 論文，225 頁参照。




















注 9書，第 2巻，405 ～ 406 頁，および日比野氏前掲注 11 論文，214 頁参照。





31 『入唐求法巡礼行記』巻２・開成 5年 4月 28 日
〔四月〕廿八日。入平谷西行卅里，巳時，到停点普通院〔前〕。…便入停点普通院，礼拝文殊師利菩薩像。
…斎後，見有数十僧遊南台去。…
32 『入唐求法巡礼行記』巻２・開成 5年 4月 29 日条
〔四月〕廿九日。停点院，設百僧斎。赴請同斎。
33 『入唐求法巡礼行記』巻 3・開成 5年（840）7 月 13 日条
…彼供養主義円頭陀引到此寺。頭陀自従台山為同行，一路已来，匂当粥飯茶，無所闕少。
34 供養主については，小野氏前掲注 9書，第 3巻 85 ～ 87 頁の註記（4）を参照。
35 『入唐求法巡礼行記』巻 3・会昌 2年 3月 12 日条
〔三月〕十二日。晩，因台山求供義円帰山，付送百五十僧供。…






られた供養院の両者を指している，とする。小野氏前掲注 9書，第 2巻，408 頁参照。
38 ちなみに，河東節度使辛雲京は涼州出身の武人で，中田美絵氏によれば，不空が安史の乱前に隴西節
度使哥舒翰のもとで涼州において仏教活動を行い，支持者を獲得したが，辛雲京もその時に不空と接

























ち『塚本善隆著作集』第 4巻，大東出版社，1976 年所収），380 ～ 381 頁，小野氏前掲注 9書，第 3巻
76 ～ 77 頁参照。
46 井上氏は円仁の記述を誤記とするが，小野氏は，以前は 10 寺だったのが，後に２寺が増えて円仁のい
う十二大寺となり，会昌の廃仏以後 2寺を減らして十大寺のみ復興したと推測する。井上氏前掲注 23
論文，上巻 540 頁，小野氏前掲注 9書，第 2巻 440 頁参照。
47 那波氏前掲注 7論文，23 頁参照。
48 井上氏前掲注 23 論文，中巻 649 ～ 650 頁，小野氏前掲注 9書，第 2巻 405 頁参照。
49 那波氏前掲注 7論文，24 頁，道端氏前掲注 8論文，287 ～ 288 頁を参照。
50 小野前掲注 9書，第 4巻，506 頁参照。
51 那波氏前掲注 7論文，24 頁，及び小野氏前掲注 9書，第 4巻，510 ～ 511 頁参照。




年所収），塚本氏前掲注 44 論文，頼富本宏「中国密教の一断面（上）（下） －賛寧の密教観を中心とし










54 蘇氏前掲注 52 論文，35 ～ 36 頁参照。
55 山崎氏前掲注 52 論文，246 頁参照。
56 中田氏前掲注 4「五台山文殊信仰と王権」，41 ～ 49 頁参照。
57 中田氏前掲注 4「唐朝政治史上の『仁王経』翻訳と法会」参照。




60 『入唐求法巡礼行記』巻 3・開成 5年（840）6 月 11 日条
今上徳陽日。勅於五台諸寺，設降誕斎。諸寺一時鳴鐘。最上座老宿五六人起座行香。聞，勅使在金
閣寺行香帰京。
